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映像の生体への影響

主な生体影響
– 光感受性発作（PSS）

• 1993（英） TVコマーシャルでPSS発症

• 1997（日） アニメ視聴でPSS発症

• 2007（日） 映画を視聴中に体調不良

• 2007（英） web公開のプロモーションビデオで発作

– 映像酔い

– 立体映像等による視覚疲労

英国独立TV委員会（ITC），国際電気通信連合（ITU）
ISO 国際ワークショップ協定（IWA）にて，ガイドライン
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映像酔い（Visually-Induced Motion Sickness; VIMS）

主な症状

めまい，生あくび，冷や汗，動悸，頭痛，体のしびれ，吐き気，嘔吐，など

映像酔いの事例

– 学校で

• 2003年島根の中学 ：294名中50名が症状，36名が病院で手当

• 2007年三重の中・高 ：文化祭での視聴24名が体調不良，病院へ

– 映画館で

• 1999BW，2000DD，2003CG，2007BB，2008CF

背景

– 映像製作側の変化

• カメラの小型軽量化，撮影機器の普及

• ファインダーをのぞかない撮影

• 多彩なカメラアングル（リモート，CG）

– 視聴環境の変化

• 大画面化，メガネ型ディスプレイ（HMD）

• ３D映像

・ 映像酔いがより身近に
なりつつある

・ 何らかの対策の必要性

主に自律神経系に影響
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映像の酔いリスクの評価と目的

酔いの評価のポイント

– 映像のゆれ（グローバルモーション；GMV）で評価

– GMVに閾値を設定

– 同じシーン構成でも見せ方によって酔いは異なる

⇒ 閾値を越えたからといってすぐ酔わない

⇒ 映像から酔いを推測することが必要

映像を視聴した際の映像酔いのリスクを事前予測

研究の目的
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映像酔いの評価

問題解決のアプローチ

– 主観評価を生理指標によって推定

• 連続的な変化を捉えられる

• 影響の要因となるシーンの特定

– 映像の動き（GMV）で酔いを推定

• 視聴しなくても酔いの変化を予測

• 映像の評価
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映像酔い予測における問題点

映像刺激

酔いの知覚
酔いに対する
主観評価（アンケート）

計測可能な
生理変化

酔い

酔いに関連した
生理変化

• 連続的な評価が困難
• 要因となる映像の特定困難

• 対応する生理指標が不明確
• 個人差，再現性
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映像酔い評価実験
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１分毎に計測

主観評価SS（0-3）入力用

ジョイスティック

SSQビデオ映像静止画SSQ

映像視聴（27.5分）

静止画

5.5分 2分20分

実験プロトコル

※ SSQ：映像酔いアンケート
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結果①：生理指標による主観評価値の推定（平均）
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映像Aにおける結果

映像Aで算出したモデルに映像BのGMVを入力
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結果②：GMVによるトレンド除去後のSSの推定

from Physiological Indices               
from GMV

L=M=1，k=0
R=0.74

from Physiological Indices               
from GMV

R=0.80
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まとめ

酔いの主観評価値をGMVによって推定

①生理指標により主観評価の分解能の向上

②「映像の動き⇒酔い」のモデルによる推定

• 主観評価をGMVによってある程度推定可能

• モデルに再現性がある可能性

酔いの要因となる映像要素の抽出

映像酔い視聴前の評価の可能性

今後の課題

生理指標（説明変数）の最適化
奥行き方向の成分(ズーム，３Dなど）
個人差の考慮
映像評価方法の確立

映像の安全性
評価に応用
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1996～1998年度

「３次元映像の生体影響総合評価システムの開発に関するフィージビリティスタディ」
機械システム振興協会委託事業 （委託先： (社)電子情報産業技術協会）

1999年度

「生体モニタリングシステムの開発に関するフィージビリティスタディ」
機械システム振興協会委託事業 （委託先： (社)電子情報産業技術協会）

2000～2002年度

「映像デジタルコンテンツ評価システムの開発に関する
フィージビリティスタディ」

経済産業省基準認証研究開発事業 （委託先： (独)産業技術総合研究所）

2003～2005年度

「映像の生体安全性評価法の標準化」
総務省委託事業 （委託先： 東大、神奈川大、NHK-ES等）

2003～2005年度

「映像が生体に与える悪影響を防止する技術」
総務省委託事業 （委託先： 東大、神奈川大、NHK-ES等）

2006～2008年度

「映像酔いガイドライン検証システムの開発に関するフィージビリティスタディ」
「映像酔いガイドライン検証システムの実用化に関するフィージビリティスタディ」
「映像酔い国際ガイドライン遵守のための映像制作支援システムの開発に関する

フィージビリティスタディ」
機械システム振興協会委託事業 （委託先： (社)電子情報産業技術協会）

2009～
「快適3D 基盤研究推進プロジェクト」

経済産業省 （委託先： (社)電子情報産業技術協会 (独)産業技術総合研究所）

映像の安全性に関する活動

ガイドラインをISOに提案中

映像酔い評価システムのプロトタイプ発表

３DC安全ガイドライン発行
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映像酔い評価システムの試作

GMV表示

推定された酔い

視聴環境

抵触リスト

プレビュー

抵触部位
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基本信号処理
（それぞれの生体信号

の処理 《従来法》）
〇生体機能評価

〇ブレイン－コンピュー
タインタフェース

貢 献 分 野

②拡張信号処理
（複数信号を多角的に処理）

○信号間の関連性

○信号の相互補完
○意志・知覚情報の抽出

• 新しいヒューマン・インタフェース開発
• 生体機能・健康評価
• 認知解析
• 従来研究への直接的応用

• ロボットハンドの開発
• 機能的電気刺激（FES）による運動補助
• 睡眠に関する研究
• 乳幼児の行動分析
• 映像の生体影響評価
• 自律神経解析

• 新しいヒューマン・インタフェース開発
• 生体機能・健康評価
• 認知解析
• 従来研究への直接的応用

• ロボットハンドの開発
• 機能的電気刺激（FES）による運動補助
• 睡眠に関する研究
• 乳幼児の行動分析
• 映像の生体影響評価
• 自律神経解析

学術
人解析，医用工学，
認知工学，人間工学，
情報科学

産業
人支援，医療，健康，
福祉，情報

①信号処理の改良
（実用を考慮した

信号処理）

○確実な情報の抽出

○信号の信頼性情報

の出力
○簡易センサの利用
○モデルの導入による

信号推定

意識・知覚・応答に着目したヒューマンサポートシステムの研究開発事業

×再現性低
×情報量低
×単体での処理

このままでは
実用困難

脳活動

各生理反応

循環系応答

眼球運動

主観情報

信
号

を
個

別
に
処

理

福島大学 共生システム理工学類


